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　（１）

　　「時間」と「コミュニケーション」が鍵1
「金も女も名誉もいらぬ。あたしゃ頭の毛が欲し

い。」と，乏しい毛髪を売りに人気をとったのは某

漫才師。校長にも欲しいものはある。人，物，金で

ある。税金で賄われてはいるものの，「あてがいぶち」

でやりくりを迫られ，自由にはならぬものである。

ならば，校長が自由にできるものはあるのか。管見

ながら二つあると考える。「時間」と「コミュニケー

ション」である。

　　時間を生み出す「時間の管理」2
「時間」は，組織においては「設定」と「厳守」

がキーワードになる。例えば，会議では「設定」を

吟味したい。会議の必要性の有無（他の周知方法の

検討），提案の緊急性と具体性，協議と連絡の峻別，

開始・終了時刻の明示等である。「厳守」とは，会

議等の開始・終了の時刻を，例外なく教職員全員が

厳しく守ることである。授業を不用意に引き延ばす

癖も直すべきである。職場にほどよい緊張感と快適

なリズムが生まれ，ロスが無くなる。

個人においては，各仕事にあてた時間の割振状況

を確認したい。授業の準備，評価，校務分掌等にあ

てた時間に偏りがあれば，個人の能力や分掌の偏在

に帰するものなのか，検討が可能である。また，透

き間の時間の活用，仕事の優先順位・制限時間の設

定等も時間を生み出す工夫としてとらえたい。

　　校長の思いは伝わっているか？3
「コミュニケーション」とは，互いの考えや気持

ちを伝え合い理解し合うことである。校長に求めら

れるのは，学校経営ビジョンを教職員に的確に伝え

る力である。　 月の所信表明だけで伝えたつもりに4

なっていないか。ビジョンの具体性，教職員への伝

え方と手ごたえの確認等の振り返りが必要である。

経営ビジョンはいわば学校の針路であり，校長の

思いである。設定に当たって留意したいことは，校

長自らの「強み」を発揮できる内容を盛ることであ

る。校長の学校経営への思いを教職員が共有してい

る学校は，目標を目指すまとまりと安定感が備わっ

ているものである。

「聴く力」も校長が備えたい重要なコミュニケー

ション力である。「聴く」とは注意深く耳を傾ける

ことである。職場の声や悩みを聴こうとする校長の

姿勢は，教職員理解に努める人柄を伝えることにも

通じる。若い頃，ある校長が「自由に意見を・・・」

と言ったので，校長と異なる意見を述べたところ，

「何を考えているのか。」と怒鳴られたことがある。

まさに，「言うは易く行うは難し」である。

　　校長の手腕に期待4
限られた条件の中で課題と向き合わざるをえない

教育現場には，今ある経営資源を見直し効果的に運

用できる校長の手腕が求められていると考える。

人，物，金は無し！　さて？

副会長　今野　英二（東二番丁小学校）
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司会（藤本）　　司会を務めさせていただく加茂小

学校の藤本です。よろしくお願いします。

はじめに仙台市小学校長会長小野校長先生からご

挨拶を頂戴します。

小野会長　　本日の座談会のテーマは「協働型学校

評価の進め方に向けて」ですが，

仙台市教育委員会は平成22年　3

月に，学校評価の仙台版ガイド

ラインを作成して，各学校へ配

布されました。

そのなかでは，「学校・家庭・

地域の三者が，児童・生徒のよりよい姿を実現する

ために取り組む活動である」とうたっていまして，

この基本的考え方については，仙台版と冠を付けて

あるように，全国的にも注目に値する仙台市独自の

教育施策の一つではないかと考えています。

学校評価については，平成19年度に改正された学

校教育法，並びに施行規則に基づき行われています。

仙台市においては，各学校で開かれた学校づくりと

いうことで，保護者や地域との信頼関係を築くため

に，特色ある学校経営にそれぞれ尽力されてきたの

ではないかと思っています。

平成19年度からということもあり，特に結果の公

表等には，各校の取組に温度差があるのが仙台市の

実態のような気もしています。

こういう状況のなかで，学校自身が外部の方の力

や目を積極的に取り込む仙台市の協働型学校評価

を，どのように進めていったらいいかについて，学

校経営の最高責任者である校長にとっては最重要な

課題ではないかと考えています。

そういう意味で，本日は学校現場の皆さん，教育

行政の責任ある立場の菅野部長さんから貴重なお話

をいただき，次年度に向けた各校の取組の参考にな

ればということで是非活発な議論をいただきたいと

思っています。

司会（藤本）　　次に広報部長の佐々木校長先生か

ら本日の座談会について説明をお願いします。

佐々木校長　　広報部は仙台市小学校長会の活動方

針の下，各専門部・各地区校長会の活動の情報の共

有，あるいは今日的課題について情報発信などの活

動を行っています。

本日の校長会の座談会もその一環で，今年度は仙

台市の学校評価の基本と位置付けられている協働型

学校評価を取り上げました。

本座談会では，行政あるいは各学校現場から意見

を賜り，協働型学校評価を行うに当たっての考え方，

手順，課題，併せて校長のかかわりや果たす役割を

深めていきたいと思います。

本日の座談会の概要は，小学校長会会報「廣瀬川」

に掲載し，会員の研修及び学校経営の資料として活

用させていただきます。

司会（藤本）　　それでは話し合いに入ります。仙台

市教育委員会は，「協働型学校評価」の推進を，今

年度の重点施策として位置付けています。

まず，学校教育部の菅野部長に，教育委員会とし

てのお考えをお話いただきます。

菅野部長　　学校評価を座談会のテーマとして取り

上げていただきましたことに心より感謝申し上げます。

仙台市は，「地域とともに歩む学校」，すなわち学

校・家庭・地域の三者が協力・協働して子供たちを

よりよく育成しようという，いわば協働型の学校経

営を根幹に据えるようお願いをしていますが，仙台

市は，非常に進んでいると私共は考えています。

仙台市は，まず全方位型の学校評価から始めてき

ました。仙台市の学校は，おおむね評価項目はクリ

アしているのが現状です。そのまま毎年評価を続け

ていくことは，多大な労力を費やすこととなります。

この課題は，学校評価実践研究運営委員会でも認

識され，学校のためになり，しかも右肩上がりに継

続的に実施していける評価を考えたときに，「子供た

ちのよりよい姿」を目的とした協働での評価がふさ

わしいという結論になったということです。

協働型評価は，学校が地域・家庭の協力を得て活

動することで，「子供たちのよりよい姿」を目的と

して実現していくことです。欠点を直し，伸ばした

いところを伸ばしていく，それをPDCAで取り組み，

座 談 会

協働型学校評価の進め方に向けて

と　き　平成22年10月12日（火）　　 ところ　ホテル白萩
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去年よりも今年，今年よりも来年と，少しずつ努力

の積み重ねが上積みされることによって，子供たち

にも大きな成果が生まれていくと考えています。

また，子供たちは，社会体験がたいへん少なくな

り，大人と話す機会も本当に少ない状況にあります。

こういうときに，大人たちが受け継いできた先人の

知恵を活かし，アドバイスをして，みんなで育てて

いくという環境がたいそう大きなものと考えていま

す。周りの大人が子供たちのためになることを働き

かけていくことができるのが，この協働型学校評価

であると考えて推進しています。

司会（藤本）　　只今は推進の前提についてお話い

ただきました。続いて現状と課題についてお願いい

たします。

菅野部長　　ヒアリング等を通して，各校長先生方

がこの協働型学校評価を肯定的

に受け止め，前向きに取り組ん

でいただいている見識の高さに

何よりも敬意を表したいと思っ

ております。

受動的評価ではないと話しま

したが，「ありのままに評価してください。」という

ことではありません。協働型学校評価の場合は，課

題解決のために改善活動を行います。この改善活動

を立ち上げるにあたり，教職員の方々の総意を得て，

納得して活動するまで，非常に大きいエネルギーが

必要とされます。新しいことですし，大きな変革な

ので課題もあります。私共が主な課題として考えて

いるものは　点あります。3

まず第　点に，関係者の方がこの協働型学校評価1

制度を理解することです。家庭の場合，学校と家庭

は子供を巡って当事者ですので，分かりやすいと思

います。ところが地域の場合は当事者ではないので，

学校と家庭の問題に「地域が何でかかわるんだろ

う。」とか，「地域がどうやってかかわればいいんだ

ろう。」というような戸惑いからのスタートになるの

ではないかと思います。家庭・地域と学校は，必ず

しも一列に並んでの協働ということではないという

ことになります。

また，協働型学校評価の重点目標としてとらえら

れるものを，あまり数多く設定すると集中的に取り

組むことができないので，今のところ一つか二つ位

にとお願いをしています。

教職員の個々の取組を，学年からスタートして，

それを学校全体，更に家庭・地域と協働していくと，

チームの構成が大きくなっていきます。そういった

チームづくりもまた時間がかかります。更に，校長

先生は教職員評価の面談の際に，「重点目標に対し

て，どんなことを取り組みますか。」と，投げかけ，

引き出すことがたいへん重要なことです。

第　点としては技術的な問題があります。一番は2

重点目標の表現にあります。

今までは，イメージとして，例えば「輝く子供」

というような目標を掲げることもあったと思いま

す。しかし，実際には，子供の体が輝くことは物理

的に決して起こらないわけで，その目標が達成でき

たかどうかについての評価を客観的に共有すること

は不可能です。目標が現実を前進させるものとして

一層機能するためには，達成可能で，具体的に目標

とする状態と比べどこまで来ているか，出来たか出

来ないかということを検証できる目標を設定するこ

とが必要です。

方向性だけの目標表現だと，例えば「挨拶って大

事なんだ」ということをみんなが一旦認識はするけ

れど，現実としては，理想とする状態は達成されな

いまま留まってしまうという通り一遍の活動に終

わってしまうことが起こりがちです。

子供たちの何割が目標どおりの状態にあるのかを

収集・解析してみる。その取組のなかで，今まで

「挨拶は大事だよ。」と伝えていたけれども，それ

だけでは実践に至らない子供たちに対して，どうア

プローチをしたらいいのかを考え，新たな工夫を生

み出していくことが，高いレベルでの成功につなが

るのです。

これが上手くできるようになると，評価の改善活

動は自在なものとなります。

＜出 席 者＞

飯　坂　　　新
（協働型学校評価先進校長　

仙台市立八木山南小学校長� ）

佐々木　浩　二
（仙台市小学校長会広報部長

仙台市立蒲町小学校長　� ）

司会

藤　本　　　治
（仙台市小学校長会広報部副部長

仙台市立加茂小学校長　　　� ）

菅　野　　　茂
（仙台市教育局学校教育部長）

小　野　英　男
（仙台市小学校長会長　

仙台市立古城小学校長� ）

渡　部　　　力
（学校評価実践研究運営委員会委員長

仙台市立東六番丁小学校長　　　� ）
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第　点は，家庭・地域と協働の手がかりは，今学3

校が抱えている子供たちの課題について，しっかり

と共有していただくことがスタートになるというこ

とです。「こんなに子供たちはたいへんだ。」とか，

「じゃあ何とかこの子供たちをこういうふうにして

あげたいなあ。」と思うためには，こういうことが

非常に課題なのだということを心から感じることが

必要なのです。学校はそういったことを分かってい

ただくための様々なデータやエピソードを示し，改

善活動した結果を評価するときにも，分かりやすく

伝えていくようにすることが，非常に大切になりま

す。データ収集や子供たちの観察を日常的なものに

していくことが大きな課題となります。

司会（藤本）　　ありがとうございました。まず，

制度の理解，技術的な問題としては表現，そしてデー

タの日常的な提供ということですね。

では，校長先生方に各学校の現時点の取組と進捗

状況をお話いただきます。

まず，学校評価実践研究運営委員会委員長を務め

られておられる東六番丁小学校の渡部校長先生にお

願いいたします。

渡部校長　　職員，保護者，学校関係者評価委員，

地域の方々も含めて，協働型学

校評価の趣旨を理解してもらう

ことに努めています。具体につ

いて　点をお話します。3

　つは，課題の共有を図って1

いかなければならないことは明

らかです。課題が共有されたその先に目標が共有さ

れるとすれば，子供の現実の姿をきちんと見取って

いかねばならないことからアンケートをとりました。

地域やその保護者の方たちは子供たちの挨拶の状

況について，「全部の子供がしていると，とらえて

いない。」が50％程度。子供たちは「おおむね良くし

ている。」が80％位。職員は，保護者と同じ50％台と

いう数字でした。

この結果を見て，職員から「子供たちの挨拶を高

めたい。」と，昨年度末に提案があり，平成22年度の

目標として，挨拶を取り上げようと試みました。

話し合った事柄やそれまでの流れを，PTA本部役

員会，拡大PTA役員会の場面でも話をさせていただ

き，賛同を得て前向きの状況をつくりました。

では，具体的に地域や保護者は，何ができるのか

ということで，指標づくりを始めました。これはブ

レーンストーミングと研修で具体に取り組みました。

そこで，「声を掛けよう，必ず出掛けに」，「起き

た時に，何かする時には挨拶をしましょう。」家庭

には，「率先垂範で挨拶をしましょう。」そういうこ

とを指標にしていくことにしました。

　つ目は，一貫性のある指導計画をつくることが2

問われてきます。重点目標の「挨拶の出来る子供を

育てる」に当たって，教室レベルではどういう取り

組み方をするか，年間を通して設定され，意識化さ

れなければなりません。教育活動改善シートの中に，

その重点目標の具体をクラスの実態に応じて設定し

てもらうことにしました。これは　月の面談で修正6

をかけ，具体に取り組んでいます。

　つ目は，学校の強みを活かした取組をしていか3

なければいけないかなと思っています。本校では学

校支援地域本部事業が展開され，地域の方たちがた

くさん入ってきています。学校の実態や取組を説明

し協力をいただく，例えばお客様にも，外部講師の

方々にも「挨拶をいっぱいしてください。」という

ようなことをお願いして，取組を推進する強力な一

員になっていただいています。

以上　点が，考えられる課題をクリアするための3

大きな窓口ではないかと思っております。

司会（藤本）　　次に古城小学校の小野校長先生お

願いいたします。

小野会長　　教職員に対する年度始めの学校経営方

針のなかで「地域とともに歩む学校づくり」を根幹

とすることと，この協働型学校評価システムが，市

内に一斉に導入されることを再確認しました。

そして，職員一人一人に一年間，教員であればど

う学級経営をするか，技師であればどの仕事をメイ

ンにするのかを，具体的に一つかあるいは二つを目

標に掲げさせ，紙面に書いて提出させました。

提出された目標を一覧にして，PTA総会で，全職

員のマニフェストをあえて提示しました。

「こんなに職員が頑張ろうとしています。保護者

の皆さんは，学校の応援団の一員です。」と呼びかけ，

「是非お力を貸してください。」と，考えたわけです。

　月に入る前に，学校としての共通目標を何にす6

るかの作業を職員会議や打ち合わせ等で話し合いま

した。たくさんあった中から，一つか二つに絞り込

む作業が必要となり，最終的に，重点目標を「心の

こもったあいさつ」「基本的な生活習慣の確立」の

　本柱として取り組むところまでもってきました。2

年度当初に，保護者を対象とした土曜参観日が予

定されていたので，第　回学校関係者評価委員会と1

抱き合わせて，保護者や地域の方々にも集まってい

ただき教育講演会を開催しました。「子育ての大切さ

と，学校，保護者と地域の連携が課題」という幅広

い視点の講演に参加者は聴き入っていました。
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保護者や地域の方々に，これから一緒に取り組ん

でいただきますよという意味で講演会を抱き合わ

せ，共通理解を図っていくために企画しました。

　月の中旬に，第　回学校関係者評価委員会を開6 1

催し，前述の　本の柱に至る経緯等も含めて話し，2

各委員からもご意見をいただきました。

重点目標の「心のこもったあいさつ」では，「大

人が手本を示していかなければならないでしょう。」

とか，「学校だけが取り組んでいるだけではいけない

ので，地域を巻き込んだ形でやると効果が上がるの

ではないでしょうか。」，「あいさつ月間のようなキャ

ンペーンを」，あるいは，「中学校学区と一緒に」な

どいろんなアイデアや意見が活発に出ました。

「基本的な生活習慣の確立」については，「何度

も声をかけ，継続的に取り組む必要のあるテーマで

はないか。」という前向きなご意見が出ました。

また，土曜参観日に設けていた保護者との懇談の

話題は，年度当初なので，年間の行事が中心でした

が，今年度は，懇談会でこの　本柱の重点目標を必2

ず話し，保護者の意見も出してもらうようにしました。

情報をきちんと的確に流すために，「学校だより」

や「PTAだより」等でも取り上げています。この　2

つの柱について，いろいろな場での挨拶の中で，取

組の様子や中間の評価も若干取り入れながら啓発に

努めています。

これからについては，子供からの評価の導入や学

校関係者評価委員会も，年　回から年　回の開催を2 3

是非進めていきたいと計画を立てています。

司会（藤本）　　ありがとうございました。それでは

蒲町小学校の佐々木校長先生お願いします。

佐々木校長　　まず重点目標設定までの経緯です

が，前年度中に自己評価，関係者評価等を踏まえ，

重点目標を設定していました。

この協働型学校評価導入を受けて，どのように焦

点化して，どのように進めていったかといいますと，

まず学校評価担当者，学年主任者にこういう方向で

進むと説明し，重点目標について学年で相談してく

れないかと学年に下ろしました。

様々な話し合いで，職員から素直な疑問として出

てきたのは，学校教育目標や本校のめざす児童像と

の関連，それから家庭との協働はともかく，地域と

の協働はどうやって進めていったらいいのかという

ことでした。数回の話し合いや前年度行ったアン

ケート，評価等を見返しながら，協働型学校評価の

重点目標を絞っていきました。

学習状況調査や　月当初に職員の意見をまとめた4

資料からも，学力向上が大きな課題ではないかと考

え，最重要課題の一つである学力向上に焦点を当て

ていきました。学力向上といっても幅が広いわけで

すが，なかでも学習習慣や生活習慣形成，それから

基礎・基本を中心にした協働型学校評価の重点目標

を考えていく方向へ段々まとまっていきました。

更に学習習慣と基礎・基本，両者に相つながる活

動として，「音読」を三者協働で推進する重点目標

に取り上げていこうということになりました。

それでは，地域とどのように協働していったらい

いのかということになり，朝の活動の読書タイムに

地域や保護者の方をお願いして，読み聞かせボラン

ティアを始めてはどうかという提案がありました。

協働型学校評価の重点目標の公表と共に，読み聞

かせボランティアを学校だよりで募ったところ，保

護者・地域の方12人に手を挙げていただき，　 学期2

から低学年対象にスタートする運びとなりました。

地域・家庭に対する啓発では，　 学期末の懇談資1

料に，学年の取組についての振り返りを載せ，話題

にしたり，校長挨拶で，協働型学校評価について繰

り返し触れたりしています。

今年度はスタートしたばかりで，学校が地域の方

や保護者の方と共に三者で重点目標をつくっていく

ところまでは至っていませんが，少しずつ協働型学

校評価についての理解が，地域・家庭に浸透していっ

ているなというふうに感じています。

司会（藤本）　　ここで，先進校としての取組につい

て八木山南小学校の具体的な実践をご紹介していた

だきたいと思います。飯坂校長先生お願いします。

飯坂校長　　我が校の重点目標は「笑顔で先に，顔

を見てあいさつできる子どもの

育成」です。急に取り組んだわ

けではなく，平成　年度頃から8

「親も子供も，学校も，一緒に

あいさつの出来る子供に取り組

んでいきましょう」という，PTA

の連綿たる流れがあります。

20年度に学校関係者評価委員会を開いたときに，

挨拶に関連した提案をいただきました。

　つは，学校と提携して学年の保護者のワーク1

ショップなどの話し合いの場が，必要なのではない

でしょうかということが指摘されました。

また，子供には規範意識や公共の精神の涵養のな

かで，大人がもっと手本になって，子供と接して触

れ合う地域づくりを推進してみてはどうでしょうか

というような話題が出ました。

挨拶に関する評価委員の意見は，これから取り組

もうとしている私の考えと合致し，最終的には，挨
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拶に結び付いた形です。

21年度の　月の学校関係者評価委員会で，挨拶の9

取組について，協働型の目標を提案しました。

学校からの原案である挨拶の標語「笑顔で先に顔

を見てあいさつを」と，取り組み方を提案したとき

に，委員の方々からは，今の子供たちは，子供同士

も，子供と大人も接点が非常に少ない。それになか

なか自分を出せない子供が多いことから，とにかく

「おはようございます」「こんにちは」という当た

り前の挨拶が，当たり前に出来る子供にしたい。大

人が子供に積極的にかかわっていけば，子供はまた，

地域の中の一人だと認識し，自己の存在感が体感出

来るのではないか。地域の方々には，「しっかりあ

いさつできるね，偉いね。」と褒める言葉を添えて

いただければ，子供たちは励みになって変容してい

くのではないかという意見が出されました。

　学期からは，ことあるごとに，挨拶については，2

PTAや地域の集まりの場で「子供たちへ是非褒め言

葉を添えてあげてください。」ということをずっとお

願いして21年度を過ごしました。

教職員へも，挨拶の取組を改善シートに入れて，

学級で自分なりの指導をしてほしいと伝えました。

ポスターを作って至る所に貼ることもしました。

挨拶は，決して押しつけるものではないと思いま

す。「あいさつって気持ちいいな。」という子供が，

少しでも増えれば，それはたいへん好ましいことだ

という思いがあります。

保護者や地域の方へは，配付物を用意し「あいさ

つの取組」を，「褒めことばを添えてあげてくださ

い。」，「家庭ではあいさつのルールを決めて実践して

ください。」と具体的にお願いしました。

学校の取組を家庭に押しつけるのはどうかという

保護者もいるのではないか懸念しましたが，保護者

の方は，好意的にとらえていただいています。家庭

で挨拶ができる環境，習慣ができたことで，子供も

親も励みになっているようです。

今年度は，　 月末に保護者の中間評価をしていた9

だき，懇談の折に学級ごとに保護者から，取組を出

していただきました。成果は徐々に上向いています。

司会（藤本）　　平成　年度に遡っての取組の流れ，8

学校評価の実践を話していただきました

　校の取組などお話していただきました。では，4

市教委としてのご感想をお願いいたします。

菅野部長　　この協働型評価というのは，理論的に

は三者一体で支えようと理想的なのですが，実際に

やっていただくこととなると難しさがあります。そ

んななか，初年度から非常に積極的で質の高い取組

をしていただいていることに市教委として改めて感

謝を申し上げたいと思います。

まず今年は先生方にしっかり理解をしていただく

というところからスタートなのですが，改善シート

とのリンク試行についての通知が大変遅くなり迷惑

を掛けました。校長先生方には，先生方の理解を取

り付けていただき，地域や家庭へ発信していただく

など，この評価の趣旨をよく理解され，精力的にやっ

ていただいている姿が，たいへんうれしく思います。

先程の話のなかにもありましたが，今の家庭も地

域も一通りでないと思います。その辺りは時間をか

けていくことが必要ではないかと思います。

司会（藤本）　　時間がかかるということですね。

菅野部長　　そうです。急ぐ必要はないと思います。

拙速にやって，評価自体を受け入れ難いものだと思

うよりも，ゆっくりと一歩ずつ進んでいってよいの

ではないかと思います。

司会（藤本）　　各校の進捗状況に違いが出てきて

も，進める流れは柔軟でよろしいでしょうか。

菅野部長　　今年度，各校から報告がなされていま

すが，その中でこんな実践があった，こんな難しさ

があったということを市教委としても各校に知らせ

ていくことが大事と考えています。

司会（藤本）　　次に，渡部校長先生から学校評価実

践研究運営委員会委員長の立場も含めましてお考え

を伺います。

渡部校長　　本当にたくさんのアイデアがあって，

実践が展開されていると感じ入りました。学校経営

者の一人として頑張らなくてはと，励まされたとい

うのが正直のところです。

同時に，　 月　日の仙台市小学校長会研究協議会9 6

の折に，地域とともに歩む学校という実践例の発表

がありました。それぞれの学校に先達が創り上げて

きた地域連携や地域とともにという個性やノウハウ

があるなと実感しています。その財産を活用して，
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そこから更に子供のよりよい姿を実現していくとい

う学校の改善につながります。その視点で学校評価

が考えられているのではないかと感じました。

校長あるいは管理職だけで，出来ることではあり

ませんで，それぞれの地域と関係しているところが

あるわけです。例えば安全面，あるいは地域の伝統

文化とか，それぞれの学校がそれを理解して，地域，

保護者と話し合いを進めています。そういう意味で

は，地域連携担当を中心にして，それぞれのポスト，

ポジションで，その学校を地域と理解し合えること

が出来るような機会をつくっていくことが求められ

ているのではないかと思います。

司会（藤本）　　実践校の校長として，飯坂校長先

生，考えをお聞かせください。

飯坂校長　　子供が変われば，地域も学校も保護者

も変わる。子供を機軸とした取組で，三者協働の重

点目標を考えていくという上で，方向性が同じにな

れば，それぞれが具体とするねらいに基づいた取組

を展開できると考えます。

一緒に協働して子育てをという意識や，一緒に汗

を流しましょうという基本的な考えが浸透すればい

いと考えます。学校関係者評価委員会のなかでどん

な話題が出たのかということを多くの方に提供して

いくことも必要です。話し合いの中身を職員，保護

者，地域の方と共有することが必要だと思います。

司会（藤本）　　それぞれノウハウがあって学校の

改善が究極の目的になっていくわけです。最高責任

者である校長の役割の重要性が問われます。

小野会長　　学校の最高責任者である校長自身の資

質，あるいは校長のポテンシャル，そういうものが

大きな原点となっているのではないでしょうか。

重点目標を，到達度のなかでどのように見取るか

は，校長の指導力も重要です。この目標が出来た，

出来ない，そういう単純な判断ではありません。目

標が達成されたその上に，継続してやらなくてなら

ないもの，到達していないのであれば，更にこうい

う手立てを考えていくというビジョンや指針を自ら

考えていかなければならないと思います。

　つ目は，仮説をしっかり立て，学校経営のなか1

でどう活かしていくかという校長の指導力が必要だ

と思います。今後，それらの指導力を高める研修を

やっていく必要があるだろうと感じました。

　つ目は，改善シートとの関連性です。今年の場2

合は時期的なこともありましたが，従来の教育活動

改善シートと，この協働型学校評価システムの取組

と合わない職種も中にはいるのかなということを感

じます。今後，改善シートそのものの検討を勉強し

ていかなければならないと思っています。

最後に，学校は教育委員会の方への報告義務が

あって，それに基づいて市教委は各学校の実情・実

態を見極める際，この評価の重点目標が達成されて

いるとか，そういうレベルだけで評価することはな

かなか難しいと思います。例えば，現状維持だった

としても，それに向かって一生懸命頑張って学校が

取り組んでいる部分もあるだろうと思います。です

から，学校が取り組んでいる中身を見届けながら，

ご判断とご支援をいただけるよう是非考えていただ

ければと思います。

校長としては，なかなか成果は出ないけれども，

一生懸命頑張っている職員を盛り立てるという部分

を含めての支援を，是非してもらえれば職員のやる

気が出てくるのではないかと思うのです。難しい判

断かも知れませんが，是非ご検討をお願いします。

司会（藤本）　　小野会長から出席された校長先生

方を代表して市教委に対するお願いを述べられまし

た。校長先生方から，校長の役割について一言ずつ

お話してください。

佐々木校長　　重点目標を設定する過程と現在まで

の取組を見て，職員が一丸とな

ってその目標に向かってきてい

るということを実感しています。

まず，校長がそういった重点

目標設定や具体の話し合いの場

に入り，どんどん校長の意見を

述べ，職員の考えを聞くという姿勢が大切です。ま

た，本校では重点目標を，「聞く人に分かるように

音読しよう」と掲げています。時間を見つけて各学

級を回り，子供たちの様子を担任に伝えたり，褒め

たり，あるいはどういう実践をしているかなど絶え

ず情報を集め，具現の継続化を図っていくことが大

事なのかなと考えています。

司会（藤本）　　渡部校長先生お願いします。

渡部校長　　一つは認識を変えていくということが

求められているのではないかと思っております。地

域とともに歩む学校というのは，新機軸ではないか

なと考えております。自分づくり教育は一体何かと

いうと教育課程を再構築する枠組みなのではないか

なと考えています。そこを受けて校長がなすべきこ

とは，単年度でなくて短期的，中期的ビジョンをもっ

て，今年度の重点目標が設定されていくのではない

かと考えます。

　つ目としては学校関係者評価委員会のメンバー2

と開催の形態です。学校関係者評価委員会のメン

バーについては，例えば学習や指導の状況，知，体力
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の面でそれぞれの専門家を配置するというところで，

具体の話し合いが強化されてくるだろうと思います。

　つ目として，職員の重点目標の評価能力を高め3

ていかなければなりません。具体に何をしていくか

を職員一人一人に常に問い，一緒に確認しながら小

学校経営に当たっていかなければなりません。

飯坂校長　　校長として，自分の学校をどうするの

かと，それに近づくため，何に目を向けてどう手を

打っていくのかというその意義付けを職員に問う，

それが大切と考えます。継続ということを考えれば，

単年度ということは非常に難しいものがあるのでは

という思いがあります。サイクルの話がありました

が，チェックとアクションというところでは，その

見通しについて，三者が共有すべきだということで

あれば，成果を求め過ぎないということも大切だと

思います。校長が代わる年度もありますけれども，

学校の改善ということであれば，中期という目標の

とらえ方が大切だと思います。

学校の特色をいかに位置付けながら，校長として

学校評価に向かっていくのかが重要だと思います。

司会（藤本）　　今後に向けてのお話もいただきま

した。このような話を受けて，期待される協働型学

校評価について菅野部長からお願いします。

菅野部長　　今回の校長先生方の話の中に，非常に

大事なことがいっぱいありました。

学校経営のなかで協働型学校評価をどう考えてい

くかということ，これは学校の経営そのものだと思

います。学校の経営ということは，家庭・地域が期

待している子供たちを，いかに健やかに育てるかと

いうことになります。それは家庭，地域からすれば，

必ずしも小学校だけでなく，中学校までの　年間，9

高校まで地域とつながっていれば，高校を出て，社

会に出るまでとなります。まさに仙台の自分づくり

教育と密接に結び付けられます。

中長期的な視点の場合，中学校卒業時の理想的な

状態を念頭においていただいて，そこに至るまでの

途中のそれぞれの過程で，子供たちが身に付けてほ

しいことをしっかりととらえ，目標を考えていくこ

とが大事ではないでしょうか。

協働型評価の単年度での重点目標は，そのような

中期的あるいは中長期の目標となる子供たちの状態

を画餅におわらせずに出来る限り現実にしていくた

めのものです。

そのための「カギ」となる重要な課題解決に向け

て達成可能な目標を設定し，周りの大人みんなが一

致した認識のもとに活動することで確かな前進を実

現することが大事です。目標の表現が重要ですので，

パワフルでわかりやすい活動で実現することに結ぶ

つくような目標を立てていただきたいと思います。

評価をするときは結果だけではなくて，子供たち

の変容をつぶさに見ていくことで，評価を一面的に

とらえないことです。逆に，結果の出るような目標

だけを重点目標とするのではなくて，難しくても大

事なことを重点目標にとらえていくということを校

長先生方にお伝えしたいと考えています。そこに至

るアプローチというのは，最初から子供たちの内面

的なものをとらえて，それを協働でといっても，地

域の方々はいきなりなじめないということがあるの

で，ある意味で今のように，挨拶のように大事なこ

とで，しかも外見的にも分かりやすいことからのア

プローチは，ワンステップとしてはたいへん望まし

いと考えています。

子供たちのよりよい姿の形成に向けていくという

校長先生のリーダーシップと，教職員の方々の意識

が，何よりも重要なことと思います。

忙しい中，話し合いの場をもつことはたいへんで

すが，先生方の間でのチームとしての取組や，スタッ

フとしてのコミュニケーションが，家庭・地域に深

まっていけばと願っています。それが，究極的には，

協働型学校評価の実践と学校経営とが繋がっていく

ことだと思います。是非よろしくお願いします。

司会（藤本）　　たいへん貴重なお話ありがとうご

ざいました。最後に，広報部長から一言ご挨拶をお

願いします。

佐々木校長　　本座談会を通して協働型学校評価の

推進が，開かれた学校とか，あるいは地域とともに

歩む学校など学校・家庭・地域の三者が連携して学

校経営を推進していく土台となって，学校の活力，

子供の変容を生み出すものであるということを再確

認いたしました。

本日の座談会の概要が「廣瀬川」に掲載されるの

は来年　月になります。各学校では，協働型学校評2

価の振り返りや次年度の重点目標の作成の時期にな

り，今回いただきました先生方の貴重なご意見が学

校経営に活かされるものと確信しております。

貴重なご意見，ご教示を賜りまして本当にありが

とうございました。心より感謝申し上げます。

司会（藤本）　　本日は，「協働型学校評価の進め方

に向けて」というテーマに対し

てたいへん貴重なご意見をお聞

きすることができました。

本日はどうもありがとうござ

いました。
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研修部は，昨年度から宮城県との分離により，学

校課題委員会及び領域別研究委員会の二つの委員会

により組織されている。

本稿においては，その二つの委員会の活動の状況

と全国連合小学校長会からの調査研究依頼内容，そ

して県小学校長会研修部との交流の様子について紹

介することとする。

Ⅰ　学校課題委員会
本委員会は，仙台市独自の学校課題を究明する

ことを目的とし，仙台市教育委員会の重点施策と

各学校の抱える課題を基にした主題の設定により

研修を進めることとしている。

研修は　年サイクルで行い，各年に開催する「研2

究協議会」は，主題の視点から学校経営の理念を

考え，課題の解決を図る研修の場としている。

【研修の概要】
　　主　題1

「開かれた，信頼される学校づくりと校長の在り方」

～学校と地域との連携・協働を通して～

　　研修の内容2

　主題に基づく事例の収集

昨年度の研究協議会における，国立教育政策研

究所教育政策評価部長の葉養正明氏と東北大大学

院教授の小泉祥一氏の講演と対談から得た地域連

携の在り方に関するキーワード「協力・支援から

協働へ」を基に，市内における実践事例の収集を

行った。この「協働」を目指した多くの事例が仙

台市内にあることを確認しながら，特に顕著な実

践として泉ケ丘小学校と八本松小学校，福岡小学

校の　校の状況について取材し，まとめを行った。3

この内容については，研究協議会の席で広く紹介

することとした。

　研究協議会の実施

①　目　的

地域連携における学識経験者の講演及び他地

域における実践事例紹介並びに本市における協

働を目指した取組事例の紹介を通して，主題に

関する見識を会員相互に深めることを目指した。

②　内　容

イ　講　演

・講師　佐藤　晴雄氏（日本大学教授）

・演題「学校と地域との双方向の連携・協

働をどう進めるか。」

ロ　他地域事例紹介

・講師　山木　　茂氏（三鷹市立第一小副校長）

・事例　「連携・協働を進めるにあたっての校

長の在り方～三鷹市立第四小の取組～」

ハ　仙台市の事例紹介

・泉ケ丘小学校「共に手を取り合って進め

る学校づくり～夏の講座～」

・八本松小学校「地域連携『八本松地域合

同防災訓練』を通して」

・福岡小学校　「地域の伝統芸能『鹿踊・

剣舞』の伝承活動を通して」

ニ　研究協議

協議の視点　「校長は，学校が開かれ信頼1

されるためにこの連携・協

働をどのようにとらえたら

よいか。」

協議の視点　「校長は，連携・協働のため2

のシステムをどのように構

築していけばよいか。」

・アドバイザー　　佐藤　晴雄氏

・パネリスト　　　八木　　茂氏

　　　　　　　三嶋　廣志氏（柳生小）

・コーディネーター 渡部　　力氏（東六小）

　　成　果3

連携の在り方・協働の在り方について一定の方

向を見出すことができた。具体として次のような

ことが挙げられる。

・教育目標を実現するための連携・協働の在り方

を明らかにして，地域との連携・協働を構想する。

・教育活動や学校課題解決等の目的に応じた学校

支援ボランティアを要請する。

・学校支援の意義を踏まえ，学校の実情に応じた

研修部長　吉田　利弘　（愛子小学校）

研 修 部 の 歩 み

研修部より
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連携・協働を展開する。　　　等

Ⅱ　領域別研究
本委員会は，全連小及び東北連小の研究協議会

における発表を通し，会員相互の資質向上に向け

た研究を担っている。

【研究の概要】
平成23年10月の全連小研究協議会山形大会での

発表に向けて研究を進めてきたものの，テーマで

ある「現職教育」の研究の視点が本年　月に変わ6

り，昨年度から続けてきた研究に変更を余儀なく

された。

　　研究の視点1

「教師に専門職としての自信と誇りをはぐくむ指

導・助言の在り方」

　　研究のねらい2

校長が行う「教師に専門職としての自信と誇り

をはぐくむ指導・助言の在り方」の現状と課題を

把握し，分析・考察を加えながら，職員へのかか

わり方を明らかにするとともに，学校経営を推進

する際の参考に供する。

　　研究の状況3

　アンケート調査

市内小学校長及び教諭に対し，教師としての資

質・能力に関しての現状と課題について次のよう

な調査を実施した。

まず，教師として求められる資質・能力を平成

17年10月に中教審から答申された「新しい時代の

義務教育を創造する」から「あるべき教師像」を

10項目に分類し下記の内容で提示した。

①　地球，国家，人間等に関する適切な価値観

②　豊かな人間性

③　国際社会に通用する資質能力

④　課題解決能力

⑤　人間関係の力

⑥　社会の変化に適応できる知識・技術

⑦　児童や教育の在り方に関する適切な理解

⑧　教職に対する愛着，誇り，使命感，情熱，

子どもに対する責任感

⑨　教科指導，生徒指導の知識，技能及び態度

⑩　その他

この中から，校長の立場，あるいは教諭の立場

から教師の専門性として大切と考える資質や能力

について選択してもらった。また，10項目の中か

ら，既に身に付いていると思われること，今後身

に付けていかなければならないことについても選

択してもらった。

　アンケートの結果から

まず，大切な資質・能力として，校長，教諭そ

れぞれに②，⑤，⑧，⑨を上位　項目として挙げ4

た。また，既に身に付いていることとして，②，

⑦，⑧，⑨と，これも両者共通している。さらに，

課題ある項目として，校長は④，⑤，⑥，⑨を，

教諭は③，④，⑤，⑥を挙げ，一部に違いがある

ものの共通性は高くなっている。

総じて，教師として大切な資質・能力としては，

いつの時代にも求められる教育者としての人間性

と，今日的課題や要請を踏まえた柔軟な姿勢等，

バランスのとれた教育感覚ととらえていることが

分かる。また，校長，教諭ともグローバル化への

対応や多様な価値観への対応等，社会の変化を踏

まえた指導の在り方などにかかわる資質・能力面

で課題があると認識している。

　今後の研究

これらの結果を踏まえ，教師が専門職としての

自信と誇り育成するための校長としての指導助言

の在り方を探っていくこととしている。併せて，

研究の視点に基づき，効果的な指導助言を行いな

がら学校運営を進めている事例を収集し，その分

析と考察を実施していくこととしている。

Ⅲ　調査研究
全連小における「教育改革」及び「教育課程」

並びに「現職教育」の各委員会から，それぞれ全

国学力・学習状況調査に関して，教育課程の編成

や移行措置，校内研修の充実と課題等に関する調

査依頼があり，研修部員が回答したところである。

なお，この調査研究に関する全国的傾向の結果

については，「全連小紀要」に掲載される予定で

ある。

Ⅳ　県小学校長会研修部との連携
相互の研修の状況等について情報交換を密にす

るために，年　回の県市研修部連絡協議会を実施2

しているところである。本年度は，今後の全連小

及び東北連小における発表分担について協議し合

い，学校数の割合を基にした発表担当数を確認し

ている。また，本年度は互いの研究協議会に16名

の会員を派遣し，共に学びの機会としたところで

ある。
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Ⅰ　指定都市小学校長会研究協議会の趣旨
大都市が直面する教育上の諸問題，並びに将来の

展望についての調査研究と情報交換を推進し，指定

都市小学校教育の充実・発展に資する。

Ⅱ　参加指定都市（18都市）
Ａグループ：新潟市，東京都，川崎市

� 静岡市，堺市，北九州市

Ｂグループ：仙台市，千葉市，浜松市

� 京都市，大阪市，福岡市

Ｃグループ：札幌市，さいたま市，横浜市

� 名古屋市，神戸市，広島市

オブザーバー参加

� 岡山市（次回よりＡグループ所属）

Ⅲ　平成22年度第64回北九州大会について
11月　日（木）　 日（金）ステーションホテル小4 5

倉で，「第64回北九州大会」が開催され，全国の指定

都市から約300名が参加した。

　　北九州大会主題1
時代の変化に応える新しい学校経営の推進

　　研究協議会2
毎年　課題が設定されている。協議題と発表6

テーマ及び発表都市は以下のとおりである。

■学校経営上の諸問題

「新潟市における多忙化解消推進の現況と校長

会の取組」� 《新潟市》

「新たな学校評価制度への取組状況に関する調

査研究」� 《東京都》

■教育課程実施上の諸問題

「『時代の変化』に応えるための教育課程編成上

の課題と校長の指導性」 《静岡市》

「知識基盤社会を生きる力－『総合的な学び』

の創造より」� 《東京都》

■人権教育推進上の諸問題

「豊かな子ども時代を創り出す学校経営」

� 《川崎市》

「北九州市の人権教育の推進と校長会の取組」

� 《北九州市》

■特別支援教育上の諸問題

「一人一人の自立を目指す発達支援教育」

� 《浜松市》

「ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等の児童への

支援」

� 《広島市》

■児童生徒指導上の諸問題

「生徒指導における教育相談機能を生かした学

校経営と校長の役割」�《将監小：早坂校長》

「学校不適応感を減らすための小中連携の取

組」� 《千葉市》

■学校・家庭・地域との連携上の諸問題

「かかわりあい，ささえあう，学校・家庭・地

域の連携」� 《大阪市》

「実効性のある連携教育を推進する校長の理念

と指導性」� 《福岡市》

　　話題別情報交換会3
各都市独自の施策や校長会の取組を紹介する場

である。今年度から　部会に　つのテーマを設定1 2

し前半後半にすべての指定都市が口頭発表するス

タイルになった。仙台市からは以下の話題提供を

行った。

■学級編成の弾力化

「小学校高学年基礎教科担任モデル事業」

� 《折立小：今野校長》

■学力向上

「家庭学習の充実と標準学力検査の実施」

� 《八本松小：神谷校長》

■外国語活動

「仙台市小学校教育研究会外国語活動部会の設

立と取組状況」� 《岡田小：遠藤校長》

また，その他の話題は以下の　項目である。3

■校長会の組織運営■人事考課■学校評価

　　シンポジウム（全体協議会）4
校長の大量退職時代を受け，若手校長の育成や

ミドルリーダーの養成，また，若手教員の育成な

指定都市問題研究部長　安齋　知秀　（宮城野小学校）

指定都市問題研究部より

指定都市校長会北九州大会報告
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ど，人材育成全般にわたって，北九州市からの基

調提案に引き続き，以下のような　指定都市代表6

によるパネルディスカッションと全連小会長向山

氏からの指導助言があった。

■《札幌市》ここ　年で56％の校長が退職。管理3

職昇任希望者や，　 年以上校長職を経験する校7

長が多いことから，大量退職については心配し

ていない。若手校長の育成は発表の場を多く取

り入れるなど，地道な活動を着実に進める。市

全体の教務主任会がないこともあり，ミドル

リーダーの育成は校長会としての取組はない。

担任と教頭の間に「総務」という職がある。

■《さいたま市》市全体の校長会は年間　回，区4

の校長会は少人数で毎月開催。和気あいあいで，

初任校長も気軽に相談できる。現地集合・解散

の校長会旅行を実施。　 割方参加。学校管理セ8

ミナー（管理職試験対策）を実施。論文の添削

を全校長で受け持つ。サークル活動やパワー

アップ研修などで，校長として指導。

■《横浜市》平成18年以降すでに375名の校長が退

職。第　サイクルに突入。相談相手になれる校2

長会を目指す。学生に対して，教育実習する年

に　年間週　回，教育サポーターになって現場1 1

経験を積ませる試みを実施。

■《名古屋市》20年度から毎年約50名の校長が退

職。教務主任　年目から教頭試験，教頭　年目2 3

から校長試験を受験。名簿搭載方式。教務主任

候補者は校長が推薦。30代半ば教員が少なく課

題。この年代を指導することがミドルリーダー

の育成につながる。地区の教頭会や教務主任会，

研究会などに校長が参加して指導。

■《京都市》校長は平成20年から　年間で半数の3

入れ替え。平成17年からだと数字上は総入れ替

え。新任校長研修会を年度当初に校長会として

開催。レポートを書かせ，支部長会の幹事が指

導。行政との連携も。全市教務主任会での指導

や中学校区での研修などを通しミドルリーダー

の養成。「ずっと支える・もっと役立つ・うん

と安心」をモットーに。

■《神戸市》校長同士の信頼関係の構築。若手校

長育成研修は行政とタイアップして実施。今年

度は人権教育と特別支援教育の研修。校長会単

独では「新任校長フォーラム」と年　～　回の2 3

授業公開。全校長が参加し指導する。震災で得

た経験から，「人は人によって人となる」という，

神戸市の教育理念を掲げ実践。

《指導助言》

■人材育成は簡単ではない。うまくいかないから

と焦ってはだめ。若手校長には自分の学校をど

う切り回すか考えさせる。経営者として「ビジョ

ンを持ち，道筋を示し，課題を解決する」こと。

夢と希望と目標を。勤務時間の縮減によりミド

ルリーダーにしわ寄せ。多忙感の解消が急務。

　日の超勤，10年前は20分，現在は100分を超す。1

20名で　時間の会議のコストは10万円。　 分延1 6

びると　万円増える。コスト感を持つことも大1

切。定数改善は予算成立まで厳しい道のり。

　　大会宣言5

北九州大会としての宣言文の提案があり，以下

のような　項目について，参加者の総意に基づく6

決意の表明がなされた。「新学習指導要領に則り，

基礎的・基本的な知識・技能の習得と，これらを

活用する思考力・判断力・表現力等の育成を図る

教育課程の編成・実施・評価・改善を推進する」

「『生きる力』の理念を生かし，自ら学び，自ら

考える力を育成するとともに，時代の変化に対応

した活用力の育成や言語活動，情報化教育，外国

語活動の充実を図る」�「豊かな心や健やかな体の

育成を目指し，食育の充実や体験活動の推進，運

動能力の向上を図る」�「生活習慣の乱れの改善や

学習習慣の確立を確かなものにするため，家庭や

地域との連携を一層強化し，校長の指導性を発揮

する」　「教育の質的な水準の向上のために教員の

資質・能力の向上を目指し，ミドルリーダーの育

成を図るとともに校長自ら研鑽を重ね現職教育の

充実を図る」　「共通する課題を解決するために，

指定都市間で緊密に情報交換や連携を図り，互い

の活性化と教育力向上を目指した学校経営の礎を

築く」

Ⅳ　終わりに
指定都市問題研究部は，第64回北九州大会の発表

に備え，会長・副会長の助言をいただきながら，情

報収集や研究推進に部員一丸となって取り組んでき

た。今後も充実した活動を進め，会員各位に役立つ

情報を提供していきたい。

なお，北九州大会の詳細については，仙台市小学

校長会研究紀要を参照されたい。
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平成22年度生徒指導部では，「児童の健全育成，安

全管理に関する今日的課題に対し，その指導と対策

の充実を図り，各校における生徒指導の実践の一助

に資する」ことを活動方針とし，各地区校長会の主

体的な活動を軸にしながら，校長としての生徒指導

上の諸問題に対する識見と対応力，指導力の向上を

目指し，調査研究，関係機関・中学校長会との連携，

研修会の実施，広報等の活動に取り組んでいる。

本稿では，具体的な活動内容について報告する。

Ⅰ　調査研究
昨年度研究テーマ「教育相談機能を生かした学校

経営と校長の役割」を今年度も継続し，昨年度のア

ンケート調査で明らかになった各校の教育相談に関

する実態や現状をもとに，具体的な取組例や対応例

を集め，より充実した教育相談を生かした学校経営

の一助となる事例のまとめを作成する。

具体的には，昨年度の課題を受け，「各校の教育

相談の現状に関する課題への具体的取組についての

アンケート調査」と「生徒指導上の課題について，

校長としてリーダーシップをとり課題解決した事

例」の視点から研究を進めることとした。

　第一次調査の内容　　月実施・回収率100％6

①「生徒指導上の課題」に対しての組織的対応，

「教育相談」に関する教職員の意識を高めるた

めの対応，「生徒指導上の課題」への適切な対

応のための時間確保について，各学校での取組

の工夫。

②「不登校」「非行」「虐待」「指導困難学級」「保

護者支援」など生徒指導上課題のあるケースへ

の対応に関する校長の立場での経験の有無。

　第二次調査の内容

第一次調査での「生徒指導上課題のあるケース」

について校長としての立場での経験の有無に関す

る調査結果をもとに，各地区に観点ごとの執筆の

割り振りを行い，執筆者の選出及び執筆の依頼を

行った。

その結果，不登校　事例，非行　事例，虐待　3 2 2

事例，指導困難学級　事例，保護者支援　事例，そ3 2

の他　事例，計14事例に関して執筆をいただいた。2

校長先生方には，アンケート調査並びに事例執

筆など積極的なご協力に感謝申し上げたい。

なお，調査研究のまとめについては，冊子にし

て全校長及び関係機関に配布予定であり，併せて

校長会ＨＰの「生徒指導部会」に掲載する予定で

ある。

Ⅱ　「仙台市青少年対策四機関・小・中学校長
会生徒指導部会合同会議」
　月　日（木），仙台市子供相談支援センターを7 8

会場に，教育相談課生徒指導班，適応指導センター，

児童相談所，子供相談支援センターの四機関の職員

及び小・中学校長会生徒指導部会の校長の参加のも

と，「民間企業における人材育成」を演題に仙台銀行取

銀行の総務部長としてのお立場から，「メンタルヘ

ルスについて」「最近の若手職員の傾向について」「人

材育成について」「苦情対策について」を柱に，具

体的取組や配慮事項等についてご講話をいただいた。

メンタルヘルスでは，コミュニケーションの重要

性を強調され「コミュニケーションはキャッチボー

ル。ドッジボールではない。相手が受け取りやすい

ボールを投げる。」「コミュニケーションは意味や感

情をやりとりするもの。感情的にも共感できること

を増やす。」などの配慮が必要であること。最近の

若手職員の傾向に関しては，指示待ち人間が多いが，

決してやる気がないわけではない。「相手を尊重し個

性を伸ばす。」「本人が納得できるように具体的に教

える。」などの具体的対応について示していただいた。

人材育成では，階層別研修，融資の研修，コンプ

ライアンス研修等多様な研修を実施していること，

支店長研修では「転勤の際の引き継ぎをしっかりと」

「働きやすい職場づくり」「部下職員をよく見て褒め

るように」など具体的な話をされた。苦情対策では，

苦情ケース紹介と一般的な苦情対策の手順と留意

点，悪質な苦情対応の手順と留意点についてポイン

生徒指導部長　早坂　保文　（八幡小学校）

生徒指導部より

生徒指導部の活動報告

締役総務部長の髙橋博氏よりご講話をいただいた。
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トを押さえた内容で参考になる点が多かった。

民間企業における人材育成は学校における人材育

成とも共通する部分が多く，多くの示唆をいただい

た。　更に，後日，髙橋氏から「電話の受け方・か

け方の基本」「挨拶のマナー」「名刺交換のマナー」

などが掲載されている『ビジネスマナーの基本につ

いて』（仙台銀行編）の資料を戴いたが，社会人と

しての教員にとって大いに参考となるものである。

Ⅲ　仙台市小・中学校生徒指導部合同部会
　月30日，ホテル白萩を会場に行われた。昨年度7

までは，小学校，中学校それぞれから調査研究等の

発表を行っていたが，今年度は「小学校の調査研究

の発表」と「小中連携についての情報交換」と内容

を変えて実施した。

はじめに，中田小学校高橋智男校長より昨年度の

小学校長会生徒指導部会で行った調査研究「教育相

談機能を生かした学校経営と校長の役割」について

発表があった。各学校の教育相談の現状について，

「校内の組織体制」「スクールカウンセラー，さわ

やか相談員の活用」「関係機関との連携の進め方」「校

長のかかわり，役割」の観点からまとめたものを，

資料をもとに丁寧に発表していただいた。今年度の

一次調査「小学校長として経験した事例と解決の様

子について」の結果についても触れていただいた。

研修の後半は，　 グループに分かれ①生徒指導上3

配慮の必要な児童等の小中連携における具体的な取

組，②不登校児童生徒，③組織的・協働的な生徒指

導体制の充実，④教育相談の中学校における現状の

観点から情報交換を行った。具体的には，

・　 小中連携の事例について情報交換。陸上記録会

の練習，中学校訪問，授業参観，出前授業など

・　発達に課題のあることを知らず，入学後課題と

なった事例を参考に小中間での引き継ぎの在り方

・　小学校の指導困難学級の様子や対応について

・　　学年部，指導補助員，小　生活学習サポーター7 1

等による対応の現状

・　学力不振，発達障害，不登校等への対応につい

て，個別指導支援室の設置，居場所づくり等

・　中学校でも特別支援教育の観点からの対応が重

要，中学校では空き時間を使い全員で対応

など活発な意見交換が行われた。

なお，次年度からは生徒指導に関連する事業の多

い教育相談課職員の出席について，小・中校長会生

徒指導部としてお願いをしたところである。

Ⅳ　仙台市小学校長会生徒指導研修会
11月16日，教育センターを会場に，100名を超える

会員の参加のもと，生徒指導研修会を開催した。白

鴎大学教育学部教授仁平義明氏を講師に，『傷ついた

心を回復させる学校の条件－心の回復力（リジリエ

ンシー）入門』と題して講演をいただいた。

今日，虐待については社会問題として大きく取り

上げられ，児童相談所での相談件数や保護件数も増

加の一途をたどっていると言われている。

仁平先生からは，「リジリエンシー」という概念

について，「虐待のように強く長く続くストレスを受

けながら，そこから回復し精神的に成長していく子

どもたちがいることに注目が集まっていること。」

「リジリエンシーとは，その子たちが持っていると

思われる心の回復力という特性あるいは能力を意味

すること」など分かり易く説明していただいた。

リジリエンシーを持った者の特徴として，「自分を

信頼して，あきらめないで自分が努力すれば，問題

は解決し成功できると信じる（自己信頼）」「つらい

時期があっても，未来は必ず今より良くなると思っ

ている（未来志向・楽観主義）」「自分にはこの世に

存在する意味があり，人生には何か意味があると思

い，自分を大事にする（自尊心）」など10項目を挙げ

ていただいた。

また，彼らの心の回復力を支える「メンター」（親

身になって心配し，助言をし，感情的にも支えてく

れた年長者）の存在の重要性も説明いただいた。映

画『スタンド・バイ・ミー』を例に挙げてのリジリ

エンス，メンターの説明は大変分かりやすいもので

あった。

最後に，「学校の役割：教師は何ができるか」に

ついてまとめていただいた。「自分は関心を持たれて

いる，気にかけられていると具体的に感じさせるこ

と」「何があってもおまえたちを見放さないと言って

あげること，そして実際見放さないこと」「子ども

たちが何か屈辱を感じるようなことがあるなら，全

力でその尊厳を守ってあげること」「彼ら彼女たちの

ために，教師や学校は何か少しだけ犠牲を払うこと」

が挙げられていた。こうした教師や学校の対応を通

して，子供たちは「自分を大事にする，人生をあき

らめない，人間を信頼する，他人のために生きる」

ようになるはずとのことである。

虐待を受けている子供に限らず，すべての子供へ

の対応に普遍化できるものと思われた。講演を通し

て多くの示唆を与えていただいたことに感謝したい。



第 76 号　（１５）廣 瀬 川平成23年１月

「杜の都の学校教育」の重点事項から，健やかな

体の育成において，様々な運動経験と運動量の確保

を通して体力を向上させるとしている。小学校にお

いては，体育の授業は，学級担任が担当するのが常

とうとされている。それは児童の発達段階からみて，

学習内容中心の考え方ではなく，児童の個人全体の

学習状況を把握しながら指導することの重要性から

くるものである。児童を教科別に分化してとらえる

よりも，児童の全人的な発達や学習の特徴に基づい

て指導がなされなければならないことが前提となっ

ている。ごく稀に，体育科専門教員（以下専科教員）

を配置している学校でも，体育科指導の専門性を学

習内容の分化と高度化に置いていることから，高学

年に配置され，中学校と類似していることが多い。

しかし，むしろ低学年の未発達・未分化な学習に

対する，運動の楽しさの指導に専門性が必要であり，

低学年の授業専科教員が担当すべきではないだろう

か。平成23年度から実施される“スタートカリキュ

ラム”でも対応できることにもなり，専科教員によっ

て，より専門的な児童の実態に合った学習指導が望

めることとなる。一方，学級担任によって確保され

ていた，全人的接触や理解に基づく教育が崩れない

ように配慮する必要があり，そのためには，学級担

任と専科教員の間には，児童の学習状態についての

綿密な情報交換ができるようなマネジメントが必要

である。加えて学級担任が，体育科の時間以外に児

童の体育的活動に接する場を十分に計画する必要も

ある。また，高学年では，児童の主体性を基礎にし

た指導で，運動自体の特性も明らかになり，運動そ

のものの楽しさも分かりやすいので，授業の何時間

かを専科教員がリーダーとなって指導する「合同体

育」の形態（担任はアシスト）をとるといった方法

も考えられる。校長として，体育科専門教員の専門

性をどのように生かすのが適切か，学級担任制の特

徴と必要なマネジメントを勘案しながら，専科教員

の担当の仕方等，経営の工夫が求められている。?

市の陸上記録会が終わった　月末，　 学年のある9 3

クラスが，体育館で跳び箱の授業をしていた。学期

末ということで，テストの最中であった。　 段から5

　段までの跳び箱を並べ，開脚跳びが跳べるかどう8

かを担任が評価していた。

よく見ると，何度挑戦しても跳べない子が　～　6 7

人はいた。担任は評価が中心なので，手助けはしな

い。このままいくと，この子らは，一学期の通信表

の体育の技能の部分は「がんばろう」になってしま

うんだろうなと思ったら，また，いつもの虫が騒ぎ

始めてしまった。

翌日から，業間に体育館で，　 年生の「跳び箱跳3

べないで症」の子供たちを対象に，「髙橋クリニック」

を開業した。前任校では，鉛筆の持ち方だったが，

今回は開脚跳びである。

初めはおっかなびっくりで体育館をのぞきに来る

子がほとんどであったが，初日の20分の治療で跳べ

る子が続々出ると，幸か不幸か，院長に対して「あ

いつはへぼでもないようだ。」という噂が広がって，

「患者」は続々増えていった。

私なりには，開脚跳びは　分でどんな子でも跳ば5

せられると確信している。

入院患者があまりにも多いので，なかなか手が回

らず，治療は終業式の日までかかってしまったが，

入院患者27人中26人の治療を終え，無事退院させる

ことが出来た。　 名の挫折児は，私の指導に恐怖を1

覚えたため，初日に体育館から逃げ帰った子らしい。

跳べるようになった子らに，「懸命のリハビリの結

果，見事跳べるようになったので，ここに退院を許

可します。」と「退院許可書」を渡すと，それを握っ

て，うれしそうに帰って行った。

「校長先生。私，跳び箱が嫌いだったけど，大好

きになっちゃった！」と，耳打ちしてくれたＭちゃ

んの笑顔が印象的だった。

職員にとっては，業間休みだったせいもあり，体

育館に足を運んだ教師は数名，手助けを買って出た

講師　名と寂しい状態ではあったが，指導の技術を1

盗もうと，どん欲に毎日体育館に顔を出した教師た

ちに，明日の可能性を感じずにはいられない。

提言 「小学校体育科専門教員」の配置を考える
5地区会長　千葉　茂仁（岩切小学校）

提言 「髙橋クリニック」再び開業
6地区会長　髙橋　智行（六郷小学校）
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提言 全 員 野 球 と 総 合 力 で
7地区会長　渡邊　英志（長町小学校）

泉ヶ岳の冠雪も日ごとに白さを増し，寒気厳しい日々が続いています。本年度も残すところ

わずかとなり，会員の皆様には何かと慌ただしい毎日をお過ごしのこととお察し申し上げます。

会員の皆様のご協力により，今年度第　号の「廣瀬川」を刊行することができました。3

さて，本号では座談会を掲載いたしました。多くの視点で子供たちを見守っていく協働型の学校評価がそ

の効果を発揮しつつあります。また，新学習指導要領全面実施に向けた取組も始まっています。それぞれの

学校で，日々学校課題に向き合っている校長自身が，学校経営方針を明確にし，夢と希望を抱いて，明確な

教育ビジョンを学校内外に示すことが児童の確かな歩みを支えることと信じております。

私たち校長は，教師の指導力育成が大きな責務です。教育活動全体を見通して進めている取組について，

お寄せいただいた提言，実践などに学び，新たな教育を創造していきたいと考えております。

会報発行にご協力をいただきました皆様，そしてご多用の中，玉稿を賜りました方々

に心より感謝申し上げます。

ありがとうございました。

編集担当：小野寺芳彦（長命ヶ丘小）　藤本　　治（加茂小）　西嶋　茂雄（虹の丘小）

　　　　　日下　　孝（福岡小）　　　鈴木　　洋（中山小）　森　　礼子（鶴谷東小）

カ ッ ト：横山美喜子（松陵西小）

編集後記

プロ野球のストーブリーグの行方を興味津々で見

ている。次年度に向けて，チームの弱点を補強し，

バランスのとれた総合力に優れたチームの体制づく

りに懸命である。編成権のない監督は，球団が集め

た選手を鍛え，力量を見極めながら采配を振るう。

学校も一つのチームであるが，たまたま縁あって

同じ職場に勤めることになった職員の集団である。

意欲，力量等々，個人差が大きく，一人一人の思い

や願いのベクトルも同じとは限らない。そのような

集団を，組織としてバランスがとれ，ベクトルを同

じくするチームにまとめ上げていくことが校長の大

きな責務である。

学校には補欠をおくほどスタッフに余裕はなく，

全員が正選手である。個人差はあっても，校長は，

それぞれが持てる力量を十分に発揮でき，更にそれ

ぞれにプラスαが加わるように指導支援する。そし

て，総体として，学校の総合力＝学校力，組織とし

ての学校の力を高めて，効果的に学校運営をしてい

かなければならない。

そのために校長のなすべきことは，人材の適切な

配置と人材の育成であろう。

人材の適切な配置については，ベテラン教員を生

かしつつ，中堅・若手教員の登用と育成を図る。教

員の力量・特性を的確に見極め，年功と適材適所の

微妙なバランスをいかに取るか，極めて悩ましいと

ころではある。これは，常日頃から教員との意思疎

通を密に図り，信頼関係を築きながら，理解と納得

を得ながら進めることに尽きると思う。

次の人材育成。これは何より，教員を信じて任せ

ること。任せるとは丸投げではなく，校長が責任を

もつという安心感をもたせ，認める，励ます，支援

することである。

強力なリーダーシップが叫ばれる現今，調整型の

リーダーは弱々しく見られてしまうが，トップダウ

ンもボトムアップもどちらも大切。教職員一人一人

の志気が高まって仕事が進み，目的が達成されれば

独り善がりでなく，高望みもせず，多くの人を巻

き込む全員野球と総合力で，地に足をつけた堅実な

学校運営を展開していきたいと思う。

それでいい。


